
歴史・文化は
まちの宝物

特集
　地域には、さまざまな歴史や文化があ
り、それを伝えている一つが文化財です。
　文化財を後世まで伝えるために、市で
は「文化財保存活用地域計画」を作成し
ます。

問 文化財課文化財係　直 0263�0904

国選定重要伝統的建造物群保存地区　奈良井

県宝　柴宮銅鐸 国登録有形文化財　塩尻短歌館

市指定無形民俗文化財　小野神社御柱祭り国指定重要有形民俗文化財　木曽塗の製作用具および製品

県選択無形民俗文化財
木曽の朴葉巻・下伊那南部の朴葉餅
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市
内
に
は
多
く
の
文
化
財
が
存
在

皆
さ
ん
は
、
市
内
に
文
化
財
が
い
く

つ
あ
る
か
知
っ
て
い
ま
す
か
。
正
解
は
、

市
・
県
・
国
指
定
な
ど
の
も
の
を
合
わ

せ
て
１
０
０
件
で
す
。

文
化
財
は
、
有
形
文
化
財
や
民
俗
文

化
財
、
記
念
物
、
伝
統
的
建
造
物
群
保

存
地
区
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
種
別
が
あ
り
、

こ
の
中
か
ら
さ
ら
に
細
分
化
さ
れ
て
い

き
ま
す
。（
詳
細
は
表
を
参
照
）

地
域
の
文
化
財
を
計
画
的
に
保
存
・

活
用
す
る

国
で
は
、
平
成
30
年
に
文
化
財
保
護

法
を
改
正
し
、
市
町
村
に
よ
る
「
文
化

財
保
存
活
用
地
域
計
画
」
の
作
成
を
位

置
付
け
ま
し
た
。「
文
化
財
保
存
活
用

地
域
計
画
」
と
は
、
地
域
に
お
け
る
文

化
財
の
保
存
・
活
用
の
将
来
像
や
取
り

組
み
の
方
針
、
事
業
な
ど
を
具
体
的
に

記
載
し
た
も
の
で
、
文
化
財
の
保
存
・

活
用
に
関
す
る
基
本
的
な
ア
ク
シ
ョ

ン
・
プ
ラ
ン
と
な
り
ま
す
。

「
文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画
」
を

推
進
す
る
こ
と
で
、
継
続
性
お
よ
び
一

貫
性
の
あ
る
文
化
財
の
保
存
・
活
用
が

一
層
促
進
さ
れ
る
と
と
も
に
、
民
間
団

体
や
地
域
、
市
民
、
行
政
が
一
体
と
な

り
、
よ
り
充
実
し
た
文
化
財
の
保
存
・

活
用
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
可
能
と
な

り
ま
す
。

さ
ら
に
、
こ
の
計
画
は
、
地
域
に
所

在
す
る
多
様
な
文
化
資
源
を
総
合
的
に

調
査
・
把
握
し
た
上
で
、
ま
ち
づ
く
り

や
観
光
な
ど
の
ほ
か
の
分
野
と
も
連
携

し
、
総
合
的
に
文
化
財
の
保
存
・
活
用

を
進
め
て
い
く
た
め
の
枠
組
み
で
も
あ

り
ま
す
。

本
市
に
対
す
る
愛
着
や
誇
り
の
醸

成
に
つ
な
げ
る

本
市
で
は
、
今
年
度
か
ら
「
文
化
財

保
存
活
用
地
域
計
画
」
の
作
成
を
進
め

て
い
ま
す
。
計
画
の
作
成
・
推
進
を
通

じ
て
、
本
市
に
所
在
す
る
多
様
な
文
化

財
の
掘
り
起
こ
し
が
進
み
、
本
市
に
対

す
る
愛
着
や
誇
り
が
醸
成
さ
れ
、
本
市

の
あ
る
べ
き
姿「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」

の
確
立
に
も
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。
そ

れ
が
、
文
化
財
を
後
世
に
伝
え
る
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。
次
の
ペ
ー
ジ
か
ら
、

文
化
財
保
存
へ
の
思
い
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

■表　市内の文化財の件数（国・県・市指定など）
種別 例 件数

有形文化財

建造物（指定） 小野家住宅 17
美術工芸品 緑

りょくゆうすいびょう
釉水瓶、菖

しょうぶざわがとう
蒲沢瓦塔 27

建造物（登録） 塩尻短歌館、島木赤彦寓
ぐうきょ
居 19

民俗文化財 有形 木曽塗の
製作用具および製品 １

無形 小野神社御柱祭り ７

記念物
史跡 平出遺跡 13
名勝 長興寺庭園 １

天然記念物 矢彦・小野神社社
しゃそう
叢 13

伝統的建造物群保存地区 奈良井、木曾平沢 ２
※詳細は、市ホームページをご覧ください。

国指定史跡　平出遺跡
（平成29年塩尻観光フォトコンテスト入賞作品）

県指定史跡　釜井庵

国指定重要文化財　堀内家住宅

　「文化財保存活用地域計画」の作成に当たり、アンケート
へのご協力をお願いします。
　このアンケートは、あなたの身近にある地域のお宝や参加
したいと思う事業のニーズ、そして、あなたが思う塩尻らし
さをお聞きしたいというのが趣旨です。
■所要時間　５分程度
■回答期限　９月30日㈭まで
※各支所などにも、アンケー
ト用紙を設置しています。

文化財に関するアンケートにご協力ください

※アンケート
はこちらから入
力してください。
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まちに眠る文化財を守り、

未来につなげる

平
出
遺
跡
は
、
茅
野
市
の

尖
石
遺
跡
、
静
岡
県
の

登
呂
遺
跡
と
並
び
、
か
つ
て
は

「
日
本
三
大
遺
跡
」
と
呼
ば
れ

て
い
ま
し
た
。
本
格
的
な
発
掘

調
査
は
旧
宗
賀
村
時
代
の
昭
和

25
年
。
今
で
こ
そ
縄
文
時
代
の

イ
メ
ー
ジ
が
強
い
平
出
遺
跡
で

す
が
、
遺
跡
発
掘
の
き
っ
か
け

と
な
っ
た
の
は
、
緑
釉
水
瓶
と

い
う
平
安
時
代
の
祭
器
で
し
た
。

全
国
的
に
珍
し
い
縄
文
か
ら

平
安
時
代
に
か
け
て
の
大
集
落

　
平
出
遺
跡
の
解
明
に
は
、
考

古
学
以
外
に
も
地
学
や
古
生
物

学
、
建
築
学
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
の
専
門
家
が
参
加
し
、
遺

跡
の
解
明
を
行
う
総
合
学
術
調

査
と
い
う
当
時
で
は
異
例
の
手

法
が
用
い
ら
れ
ま
し
た
。
発
掘

調
査
に
よ
っ
て
、
平
出
遺
跡
は

縄
文
、
古
墳
、
平
安
の
三
つ
の

時
代
に
大
き
な
集
落
が
あ
る
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。
こ
れ
は

全
国
の
遺
跡
の
中
で
も
珍
し

く
、
こ
の
地
域
が
住
み
や
す
い

環
境
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
平
出
遺
跡
の
文
化
的
価
値

に
つ
い
て
小
松
学
平
出
博
物
館

長
は
、
「
平
出
遺
跡
の
す
ご
い

と
こ
ろ
は
、
そ
の
後
の
日
本
の

考
古
学
研
究
に
非
常
に
大
き
な

影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
で
す
。

『
埋う

め
が
め甕

』
『
灰か

い
ゆ
う釉

陶と
う
き器

』
『
古

代
の
カ
マ
ド
』
と
い
っ
た
研
究

は
、
平
出
遺
跡
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
と
も
言
え
、
考
古
学
史
に

も
し
っ
か
り
と
刻
ま
れ
て
い
ま

す
」
と
語
り
ま
す
。

遺
跡
の
未
来
に
向
け
て
　
　

在
り
方
を
検
討

　
現
在
、
平
出
遺
跡
は
、
老
朽

化
が
進
む
平
出
博
物
館
と
と
も

　文化財は、どのように後
世に残していくかが課題で
す。個人、地域、行政それ
ぞれの文化財保存への思い
をご紹介します。

日
常
に
息
づ
く
遺
跡
に

― 

平
出
遺
跡
か
ら
過
去
に
学
び
　
未
来
へ
つ
な
ぐ 

―

▲イベント情報は、平
出博物館ホームページ
をご覧ください。

昭和20年代の発掘調査の様子。予算は旧宗
賀村年間教育費の約３割にも上ったそうです。

に
将
来
の
在
り
方
に
つ
い
て
検

討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
小
松
館
長
は
「
平
出
博
物
館

は
、
考
古
学
分
野
を
中
心
と
し

た
博
物
館
と
し
て
歴
史
学
習
の

場
を
提
供
し
て
き
ま
し
た
。
今

後
は
平
出
遺
跡
公
園
と
一
体
的

に
利
用
で
き
る
施
設
と
し
て
整

備
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
気
軽

に
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
る
博
物

館
を
目
指
し
ま
す
」
と
語
っ
て

い
ま
し
た
。

　
市
民
の
日
常
に
息
づ
く
遺
跡

を
目
指
し
て
、
本
市
は
貴
重
な

文
化
遺
産
の
進
化
を
続
け
ま
す
。

緑釉水瓶（左）と菖蒲沢瓦塔（右）。ど
ちらも県宝に指定されています。
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私
た
ち
夫
婦
が
小
野
家
を
引
き
継

い
だ
の
は
、
平
成
17
年
ご
ろ
。

先
代
や
先
々
代
の
「
家
を
後
世
に
残

し
た
い
」
と
い
う
意
向
を
受
け
継
ぎ
、

国
・
県
・
市
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
保

存
工
事
を
行
い
ま
し
た
。
平
成
17
年
か

ら
保
存
に
関
す
る
調
査
を
行
い
、
平
成

21
年
か
ら
25
年
ま
で
の
５
年
間
で
、
骨

組
み
や
装
飾
が
施
さ
れ
て
い
る
壁
は
そ

の
ま
ま
に
、
半
解
体
工
事
と
呼
ば
れ
る

大
規
模
改
修
工
事
を
行
い
ま
し
た
。
先

代
ま
で
は
こ
こ
で
生
活
し
て
い
ま
し
た

が
、
現
在
は
皆
さ
ん
に
公
開
し
て
い
ま
す
。

　
最
初
は
「
文
化
財
だ
か
ら
残
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
意
識
で
し
た
。

し
か
し
、
保
存
活
動
中
に
さ
ま
ざ
ま
な

専
門
家
の
皆
さ
ん
と
関
わ
っ
た
こ
と
や
、

こ
こ
に
泊
ま
っ
た
人
た
ち
の
記
録
な
ど

か
ら
文
化
財
と
し
て
の
価
値
を
再
認
識

し
、
「
江
戸
時
代
の
旅
籠
の
姿
を
再
現

し
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
が
大
き
く
な

り
ま
し
た
。

　
文
化
財
、
特
に
建
造
物
は
後
継
者
不

足
が
課
題
で
す
。
今
後
に
向
け
て
、
私

た
ち
も
江
戸
時
代
の
旅
籠
の
姿
を
残
し
、

未
来
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
現
在
は
地
区
の
イ
ベ
ン
ト

で
も
活
用
し
て
い
た
だ
き
、
少
し
ず
つ

皆
さ
ん
に
小
野
家
住
宅
を
知
っ
て
も
ら

う
機
会
が
増
え
て
い
ま
す
。
江
戸
の
旅

籠
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
を
後
世
に
残
す

た
め
、
今
後

も
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み

を
し
て
い
き

た
い
で
す
ね
。

「東海道中膝栗毛」の作者であ
る十返舎一九は、自身の旅行
記で小野家住宅を紹介してい
ます。（写真は２階の桜の間）

江戸の旅籠という
ストーリーを
後世に残したい
国指定重要文化財小野家住宅

当主　小野　良文さん・香苗さん

国指定重要文化財
小野家住宅

　約400年前、塩尻宿の「いてうや」
という旅籠として開業。現在の
建物は、天保７年（1836年）に再建。
昭和48年に主屋と文庫蔵が国重
要文化財に、平成21年には隠居
屋、宅地などが追加指定された。
このことにより、屋敷構え全体
を文化財として保存することに
なった。
　骨組みなどの構造材は、再建
当時のものが今もそのまま使用
されている。

小野さん提供

　島木赤彦寓居は、歌人島木赤彦が広丘小学校校長時代に滞
在した家で、地元では屋号の「牛屋」として知られています。
　長きに渡り個人で管理しており、高齢となったことから処
分を検討していましたが、地区内から現状保存の要望もあり、
保存活動を実施しました。短歌館協力会も保存活動に協力し、
令和２年には国登録有形文化財となり、その年に個人から市
に寄贈されました。そして令和３年度には、塩尻短歌館敷地
内に島木赤彦寓居を移築します。
　広丘地区では、短歌を子どもの頃から学び、地域の文化と
して根付いています。島木赤彦寓居には、短歌の里というこ
のまちの文化を後世まで伝える財産になってほしいですね。

短歌の文化を後世まで伝える財産に

塩尻短歌館協力会
会長　中澤　義忠さん

島木赤彦寓居は、
明治・大正期の歌人、
島木赤彦（写真右）
が明治42～44年に
滞在。当時の面影を
今も保存し続けてい
ます。

▲インタビュー
の詳細は、「塩
尻耕人」でご覧
ください。

国登録有形文化財　島木赤彦寓居
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